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１．研究目的 
１-１ 問題と目的 
個人が問題を抱え，それを自身の力では解決で

きない場合に，必要に応じて他者に援助を求める

ことは重要な対処方略の一つであり，このような

現象は援助要請と呼ばれる（永井，2013）．援助要

請に関する研究の動向について水野・石隈（1999）
は，それぞれ定義に違いはあるものの，社会心理

学や教育心理学，カウンセリング心理学や臨床心

理学といった様々な領域で研究が行われてきたと

述べている． 
臨床心理学領域における援助要請の研究では，

主に悩みや精神的な問題を抱えた際に身近な他者

や専門家へ相談する行動などが扱われている（永

井，2020）．臨床心理学領域において援助要請が注

目される理由としては，一人で対応しきれないよ

うな困難を抱えても，誰にも相談しない現象が一

般的に見られるということが挙げられ，困ったと

きに誰かに助けを求めるかどうかは本人の自由選

択であるものの，持続する悩みは抑うつなど深刻

な問題につながることもある（永井，2020）． 
困難を抱えても誰にも相談しないという現象に

ついて，125 の私立大学に所属する 20,205 人の学

生から得た回答を分析した私立大学学生生活白書

2022（一般社団法人日本私立大学連盟，2022）を

見ると，不安や悩みを「誰とも相談しない」と回

答した学生が 18.5％存在し，その割合は前々回調

査（12.4％），前回調査（14.8％）と比較して増加

傾向にあるという結果が出ており，困難を抱えて

も誰にも相談しない者が一定数存在することが分

かる．木村（2017）は悩みを抱えていながら相談

に来ない学生について，「悩みを抱え，相談したい

と思いながらも相談に来ないのか，そもそも相談

しようと考えていないのか，あるいは周囲から見

れば悩みを抱えているようにみえるが本人は悩ん

でいない」といった多様なパターンが考えられる

と述べている． 
困難を抱えても誰にも相談しないというのは，

永井（2013）の考案した 3 つの援助要請スタイル

に当てはめると，「援助要請回避型」に当たると考

えられる．援助要請スタイルとは，永井（2013）
が個人がどのように援助要請を行うのかという援

助要請の質を区別する視点から考案した援助要請

スタイル尺度によって 3 つの型に分類される．1
つ目は，困難を抱えても自身での問題解決を試み，

どうしても解決が困難な場合に援助要請を行う

「援助要請自立型」，2 つ目は，困難を抱えた際に，

充分な自助努力を行わずに安易に援助要請を行う

「援助要請過剰型」，そして 3 つ目は，困難な問題

を抱えても，一貫して援助要請を回避する「援助

要請回避型」である（永井，2013）．先述したよう

に，困難を抱えても誰にも相談しない者は援助要

請回避型であると推察されるが，援助要請回避型

の持つ特徴について永井（2019）は，1 人で問題

に取り組むことの有用性を認知している可能性が

推察される一方で，独力で適切に悩みに向き合う

ことが出来ているとは言い切れず，援助要請自立

型と比べて抑うつ傾向が高かったことを挙げてい

る．さらに，概して他者との距離が疎遠である可

能性や，他者の力を借りることができず，自分自
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身でも対処への困難を経験している可能性も考え

られることから援助要請ができるよう何らかの配

慮が必要であるとしている．また勝又・石村（2017）
は，援助要請自立型，援助要請過剰型と比較して，

援助要請回避型はストレス反応が高く，加えてス

トレス反応と相談できない苦しみに相関がみられ

たことから，相談できないことを苦痛に感じるこ

とがストレス反応を高めると考えられ，このよう

な傾向を持つ者には援助を行う必要があると述べ

ている． 
そこで，相談したいと思いながらも相談に来な

い学生が，学生相談機関への援助要請に至るため

の介入方法を検討することを当初の研究目的とし

ていた． 
しかしながら，援助要請回避型の中には，木村

（2017）の指摘するように，「悩みを抱え，相談し

たいと思いながらも相談に来ないのか，そもそも

相談しようと考えていないのか，あるいは周囲か

ら見れば悩みを抱えているようにみえるが本人は

悩んでいない」といった複数の傾向を持つ者が混

在している可能性が考えられる．この点について，

永井・新井（2005）は中学生 2,024 名を対象とし

た調査の結果，中学生が最も悩みを相談していた

のは友達であった一方で，友達に相談したいと思

ったがしなかったケースが男子で 17％，女子で

14％と一定数存在したことを明らかにし，悩みを

相談しない者の中には「そもそも相談意図のない

者」と「相談したくてもしない者」がいると指摘

している．加えて，茨木・松井（2014）が大学生

31 名を対象に行った半構造化面接による調査から

は，18 名（58.1％）が悩みを誰かに相談したいけ

れどできないと思うような状況を経験していたと

いう結果が得られている．以上のことからも援助

要請回避型の中には「そもそも相談意図のない者」

と「相談したくてもしない者」のどちらも含まれ

ていると考えられる． 
永井・新井（2005）は，援助要請回避型の中で

も特に「相談したくてもしない者」については，

相談したいと思っていながら相談できないでいる

ということ自体が苦痛を生じさせる可能性があり，

「そもそも相談意図のない者」よりも援助が必要

であると考えられることから，この両者は区別さ

れる必要があると指摘している．また，茨木・松

井（2014）も，「相談したくてもできない」場合と

「必要がなく相談しない」場合を区別した上で，

より積極的な介入が必要と考えられる「相談した

くてもできない」場合の適切な支援について明ら

かにする必要があると述べている．以上のことか

ら，「そもそも相談意図のない者」と「相談したく

てもしない者」は，結果としては援助要請を行わ

ないものの，両者の援助要請の傾向を援助要請回

避型として一括りにすることは望ましくないと考

えられ，両者の特徴を詳細に把握するためにはそ

れぞれを区別した上での検討が求められると言え

る．また，両者を区別し，それぞれの特徴を把握

することが，特に「相談したくてもしない者」へ

の支援を考える際の一助となると考えられた． 
以上を踏まえて，回避型の援助要請スタイルを

持つ者の中でも，「相談したくてもしない者」と「相

談意図がない者」を区別し，その特徴を把握する

ことが支援や介入を考える前提として必要である

と考えた．そこで，研究計画を修正し，「相談した

くてもしない者」と「相談意図がない者」を区別

が可能な，援助要請の傾向を測定する尺度を作成

することを研究における第一の目的として位置づ

けることとした． 
 
１-２ 方法 
予備調査：援助要請傾向尺度の作成に向けた項目

の選定を目的とする． 

［調査対象］大学生 50 名程度． 
［調査方法］自由記述式のアンケート調査を行う． 
［調査内容］悩みや不安を相談した経験の有無（相

談しなかった場合はその理由），相談したくてもで

きなかった経験の有無（経験がある場合はその理

由）などの項目について回答を求める． 
なお，項目の選定については，本研究を行う院

生と指導教員とで行う． 
本調査：尺度を作成し，信頼性と妥当性について

検討する． 

［調査対象］大学生を対象とする． 
［調査方法］質問紙調査を行う． 
［調査内容］予備調査を元に作成した援助要請傾

向尺度，援助要請スタイル尺度（永井，2013），
CES-D 邦訳版（島・鹿野・北村・浅井，1985），心

理的ストレス反応尺度（鈴木・嶋田・三浦・片柳・

右馬埜・坂野，1997）への回答を求める． 
［分析方法］因子分析，相関分析，重回帰分析等

を用いる予定である． 
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２．研究実施内容 
日本心理臨床学会第 41 回大会に参加し研究に

関する発表を聞くことで，さまざまな知見を得る

ことができた．また，6 月からは援助要請に関す

る文献を読むことで，研究テーマに関する情報を

得ることができ，研究計画の修正を行った．3 月

には専攻内で行われた修士論文構想発表会にて発

表を行い，さまざまな助言，指摘を受けたことで，

より詳細な研究計画へと修正を行った． 
 

３．まとめと今後の課題 

まとめとして，今年度は援助要請に関する先行

研究を概観したことにより，研究計画の見直しや

修正を行った．今後の予定としては，大妻女子大

学生命科学研究倫理委員会に研究計画を提出して，

承認が得られ次第，調査を実施する．予備調査は

5 月を目途に実施し，本調査は 6 月～11 月に実施

する．その後 1 月までに分析と結果・考察をまと

め，修士論文として提出する． 
 

付記 
 本研究は，大妻女子大学人間生活文化研究所令

和 4 年度大学院生研究助成(B)(課題番号 DB2204)
より研究助成を受けている． 
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